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       R.コ ー ル デ コ ッ トの ト イ ブ ッ ク ス に お け る 出 来 事 性

           絵 本 に 出 来 事 を 生 起 さ せ る と は ど う い う こ と か 一

                     〈後 編 〉

                   佐 々 木 美 砂

 本論文 の目的 は、近代絵 本の父 コール デコッ ト(R,Caldecott,1846-86)の トイ ブックスを手掛か りに、

第1に コール デコ ッ トの絵本が近代絵本 となった理由を 「出来事」Dをキーワー ドに して明 らかにす るこ と、

そ して第2に 近代絵本 の本質が この出来事を生起 させるメデ ィアであ ることを明 らかにす ることで あ る。

 前編で は、 まず コール デコ ッ トの絵本が どのように遊 びとい う出来事を生みだ しているのかを、 コー ルデ

コッ トの トイ ブ ックス16冊 中の1冊 目、彼 の絵本 の特長が顕著 に現 れて いるThe House that Jack Built

(1878)を 取 り上 げ、 具体的 に見 てきた。The House that Jack Builtは 、数 あるナーサ リー ・ライ ム のな

かで も特 に 「積み上 げ唄」(accumulative rhymes)と して人 々に親 しまれ ていた唄をテ クス トに した絵 本

である。 コールデ コ ッ トは、 ナーサ リー ・ライムが本来 もっている リズムや遊び唄 としての遊 びの要 素、 積

み上 げ唄が もつ ものが積 み上 が ってい く要素を利用 し21、イラス トレー ションの配 置工夫な どによ り、 絵 本

に遊 びを生みだ して いることがわか った。 さらにコールデ コッ トは、 絵本のなかで話 の主体(主 語)が つ ぎ

つぎと入れかわ り進む という絵本の流れ、 すなわ ち転回 におけ る主体の入れかわ りとい う不連続 性 を一方 で

生みだ しなが ら、他方でそのパ ター ンが反復 され るという連続性 を意識 的に作 りだす ことによ って、既 存 の

テクス トに縛 られず独 自の物語を展開 していった ことを明 らかに した。 これ らのこ とは、 いず れ も絵 本 に出

来事を生起 させる工 夫であ った。

 後編では、 この絵本がなぜ出来事を生起 させ るかについて さらに考 察を深めてい く。 コール デ コ ッ ト絵本

のなかで特長 的に描 かれ る 「動物」 の存在 に着 目し、絵本 のなかで動物 と出会 うという出来事 につ いて見 て

い くことにす る。 そ して、 これ までの議論をふまえて、「近代絵本の父」 と呼ばれる コールデ コ ッ トの近代

性につ いて考察す る ことにな る。彼は何を もって 「近代絵本 の父」 とされ るの だろうか。「近代 絵 本」 は何

をもって 「近代絵本」 とされ るのか。絵本の近代性 を考え ることは、「出来事 としての絵本」 とは何 かを知

る手掛 か りになるに ちがいない。 そ して、絵本 に遊 びとい う出来事 を生 みだす仕掛 け、す なわ ち 「出来 事 と

しての絵 本」 とは何 かを、また これ らの出来事 が、読者に どのような体験 を もた らす のかを見 てい くことに

する。

1、 動物(他 者)と 出会 うとい う出来事

 コールデ コ ットの絵本 には必 ず とい ってよいほど動物が登場 し(も ちろん例外 もある)、 その動 物 た ちは

重要な役割 を担 ってい ることが多 い。 たとえば、The Diverting History(之!Jbん ηGilpin(1878)の なか に

描かれた疾走す るウマは、 コールデコ ッ トの作 品のなかで もと りわけ印象的 である。主人公の ジ ョン ・ギル

ピンの滑 稽な姿 もさ ることなが ら、読者 の目は、彼 を乗せたウマのス ピー ド感、躍動感 に くぎづ け にな り、

ついにはギル ピンとウマが人 馬一体 となる姿に圧倒 されることとなるのだ。 この場面 はの ちにコール デ コ ッ

トメダルの図柄 として採用 されるが、それ も頷 けるほどの名場面である。同 じウマで もギルピンが馬車 に乗 っ

ていたのな ら、絵本 のお もしろさは半減 したにちがいない。躍動感が ウマそのものの存在か ら生 みだ され、

それが主人公 のギル ピンの身 体を伝 わ り、やがて読者 もまるで自分 もウマに乗 って いるかの ような高揚 感 に

つつまれてい く。

 コールデコ ッ トの描 く動物 には人 間的 なリズムを超えた野性 の リズムと躍動感が備わ ってい る。 そ れ は軽

やかで激 しく優美で さえある。彼 は走 る動物を上手 に描いたことのみならず、私た ち人間が もち得 な い動物

の野性性 を も描 いたのである。読者 はこの野性性 に触れた瞬間 に心 が揺 さぶ られ る。読者は絵本 のな かで、

入 間とは異 なる存在(他 者)で ある動物 と出会 うのだ。 では、私 たち読者が絵本で動物 と出会 う とは どの よ
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う な 出 来事 な の で あ ろ うか。 動 物 絵 本3)を 「動 物 一人 間 学」 に 引 き寄 せ て 考 察 した 矢 野 智 司 の理 論 を手 掛 か

りに、 考 え進 め て い くこ と にす る。

 矢 野 は、 動 物 絵 本 と は子 ど もと大 人 にた い して、 古 代 にお いて トー テ ミズ ムや 供 犠 が 開 いた の と同様 の経

験 と体 験 の次 元 を開 く メデ ィア で あ る とい う。動 物 絵 本 は、 「擬 人法 」 と 「逆 擬 人 法」(矢 野 の造語)4)に よ っ

て制 作 され て い る。 擬 人 法 は、 人 間 中心 主義 的 な世 界 観 の も と、 他者 で あ る動 物 を人 間 の 秩 序 の うち に 回収

す る生 の技 法 で あ る。 しか し、 逆 擬 人 法 は、人 間 の方 が世 界 化 され る こ と に よ り、 他 者 も人 間 も同等 の立 場

に な る と い う、 特 異 な擬 人 法 で あ る。 動 物絵 本 は、 逆擬 人 法 に と どま らず 、 そ の 創 作 の 原 理 に お い て 内奥 性

の体 験 を 引 き起 こす[矢 野2002:28-29]。 そ れ は 「人 間 とな り人 間 を 超 え る とい う生 成 変 容 」[矢 野2002:

237]の 体 験 で あ る と述 べ て い る。

 矢 野 の い う 「体 験 」 は、 本 論 に お け るキ ー ワ ー ドで あ る 「出 来事 」 とつ な が って い る。 コー ル デ コ ッ ト絵

本 に お け る 出来 事 性 とそ こ に描 か れ る動 物 は、 とて も重要 な 役 割 を 担 って い るの で はな い か 。 コー ル デ コ ッ

トの16冊 の トイ ブ ッ クス す べ て が 動 物 絵 本 とい うわ け で はな い。 ま た、 一 般 的 に絵 本 す べ て にた い して い

え る こ と で あ るが 、 動 物 が 描 か れ て い るか ら とい って そ の絵 本 が動 物 絵本 と考 え られ るわ けで もな い。 しか

し コ ール デ コ ッ ト絵 本 の な か に は、 た しか に、 人 間 が動 物 と出 会 う瞬 間 が描 か れ て い る もの が あ る。 そ こで 、

コ ー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス か らAFrog He would a-Wc)oing Go(1883)とBaby Bunting(1882)5)を

見 て い くこ と に しよ う。

1-1.擬 人 法 と して のAFrog He would a-Wooing Go

 AFrog He would a-Wooing Goの テ ク ス トは 、 もと は古 い バ ラ ッ ドだ った も の が ナ ー サ リー ・ラ イ ム と

して 親 しま れ て い った物 語 唄 で あ る。 カエ ルが ネ ズ ミを お供 に連 れ 、 ハ ツ カネ ズ ミ嬢 の家 に求婚 の ため に や っ

て くる。 ハ ツ カネ ズ ミの 家 で カ エ ル た ち は楽 し く過 ごす が、 突 然 ネ コの親 子 が や って き て ネ ズ ミもハ ツ カネ

ズ ミ も食 べ られて しま う。 そ して ど う にか そ の場 か ら逃 げお お せ た カ エ ル も、 川 で ア ヒル に食 べ られ て しま

う と い う内 容 で あ る。

 こ の よ うな 悲 劇 的 な 結 末 を 迎 え る ス トー リー で は あ るが 、 詩 の 合 間 に 掛 け 声 の よ う に 繰 り返 さ れ る

"H
eigho, says ROWLEY!"や"With a rowley-powley, gammon and spinach, Heigho, says ANTHONY

ROWLEY!"と い っ た ノ ンセ ン シ カル な フ レー ズ が、 詩 全体 を陽 気 で 楽 し く軽 や か な もの に して い る。 コー

ル デ コ ッ トは こ の テ クス トの イ ラ ス トレ ーシ ョ ンを擬 人法 に よ って描 い て い る。 これ に よ って、 カ エ ル やネ

ズ ミた ちの 滑 稽 な ふ るま い を一 層 際 だ た せ る こ と に成功 して い る。 ノ ンセ ン シカ ル な フ レー ズ と呼応 す るか

の よ うな動 物 た ちの 動 き は、 ま るで 喜 劇 を見 て い る よ うなの だ 。 ま た、 カ エ ル とネ ズ ミとい った異 種 の動 物

との か か わ りあ い に擬 人 化 とい う共 通項 を もたせ る こ とによ り、物 語 に 自然 な流 れ を 作 りあ げ た。

 コ ー ル デ コ ッ トは、 ウマ を 描 きた い が た め に ウマ が 登場 す る絵本 を 描 い た とい うエ ピ ソー ドが残 る ほ どの

ウマ 好 きだ っ た そ うだ が 、 そ の た めか 、 彼が 描 く動 物 といえ ば 疾走 す るウ マ を 思 い 浮 か べ が ち で あ る。 しか

し、AFrog He would a-Wooing Goの 擬 人 化 され た カ エル や ネ コを 見 れ ば 、 コ ー ル デ コ ッ トは絵 本 に お け

る擬 人 法 を完 成 の 域 まで 高 め た こ と に気 づ か され るで あ ろ う。 擬人 化 され た 動 物 が 本 に描 か れ た歴 史 は長 く、

子 ど もの本 が 誕 生 す る以 前 の 中 世 に さか の ぼ る こ とが で き る。 そ の長 い歴 史 の な か で も、 コー ル デ コ ッ トの

描 く擬 人 化 さ れ た動 物 た ち は と りわ け動 きと表 情 が 豊 か なの で あ る。 そ して 、 彼 の 描 く擬 人 化 され た動 物 た

ち は 、 後 の 絵 本 作 家 に も少 な か らず 影 響 を与 え て い る。

 B.ポ タ ー(B.Potter 1866-1943)は 、 コー ル デ コ ッ ト絵 本 に 強 く影 響 を受 け た 一 人 で あ り、 彼 女 の描 い

た 「ピー タ ー ・ラ ビ ッ ト」 シ リー ズ の 絵 本で は、 その こ とを感 じ る動 物 が しば しば 登 場 す る。 例 え ば、The

Tale q!乃 血 ♂εrεηη islaei=(19G6)の カエ ル や 、 The Taie(〉,j lbm Bitten(1907)の ドレス を 着 た ネ コな

ど は、 コ ール デ コ ッ トが 描 いた 本 作 品 の 動物 た ちか ら影響 を 受 けて い る こ とは 否 め な い。 また ポ ター の よ う

に 直 接 的 で な くて も、L.ブ ル ック(L. Brooke 1862-1940)な ど、 コー ル デ コ ッ ト以 降 、 絵 本 に登 場 す る動

物 を ま す ます 豊 か に表 現 した 絵 本 作 家 た ちに影 響 を与 え て い る こ とは まち が い な い。

 通 常 、 擬 人 法 に よ って 描 か れ る擬 人 化 され た動 物 は、2本 足 で 立 ち 人 間 の よ うな 立 ち居 振 舞 い を し、 洋 服

を 着 て家 に住 み人 間 の よ うな 暮 ら しを して い る。 また 、人 間 と動 物 が 普通 に会 話 し、 交 流 を深 め る こ と も珍

し くは な い。 この よ う に擬 人 法 は動 物 と いう他 者 を人 間 化す る 「生 の 技法 」 で あ り、 擬 人 法 に よ って 人 間 と
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動物の類似性 と差異性が認識 されることになるのだが、 コール デコ ッ トは この作 品で特異 な擬人 法 を生 みだ

した。一つは動物の野性性 という観点か ら特異 な擬人法であ り、 もう一つ はコール デコ ッ トの特長 と もいえ

る 「視点」を駆使す ることによって生みだされる特異な擬人法で ある。

 まず、動物の野性性 とい う観点 から描 きだされた特異な擬人法 を見 てい こう。 さきに も述べ た よ うに、 こ

の物語 は、ネズ ミとハ ツカネズ ミがネ コに食べ られ、最後にはカエル もア ヒル に食 べ られ て しま うと いう結

末を迎 える。 これ らは、擬人法の世界のなか に動物本来のリアルな世界が描かれている場面といえ よ う。 コー

ルデ コ ットは この ような場面 において、動物界 の弱肉強食の法則 に したがい、登場す る動物た ちの よ り強 い

もの(生 態 ピラ ミットの上位 にあるもの)に たい して擬人化 を行わず、写実 的に動物 その もの の姿で 描 くの

であ る。た しかに絵本 に描かれたネ コの親子 はきちん と服を着て いるのだが、 よ く注意 してみ る と、 ハ ツカ

ネズ ミの家の居間の暖炉の上 には、服を着ていないネ コ(=擬 人化 されて いないネコ)の 置物が飾 られて お

り、ハ ツカネズ ミにとって のネコが、常 日頃か ら自分たちを摂 って食 う檸猛 な野性 の捕食者で あ るこ とを示

してい る。 人間に とって動物が他者であ るよ うに、擬人化 され たハ ツカネズ ミにとって も自分 の命 を狙 うネ

コは他 者なのであ る。当然の ことなが ら、カエルを食べるア ヒル も擬人化 はされず、池 を泳 ぐア ヒル その ま

まの姿で描かれてい る。 この ようにコールデコ ットの擬人法で は、一方で動物性 を強 く意識 させ る よ うに も

使われてい るのであ る。

 つぎ に、「視点」 を駆使す ることによって生みだ された特異 な擬人 法を見て いこう。 この作 品 にお いて、

コールデ コッ トは擬人法を使いなが らも人間世界 と動物世界を はっき りと区別 して描 いて いる。 その線 引 き

が どの ようにな されてい るか といえば、人間と動物 とは同じ場所 に生 きて いるの に、人間 はあ くまで も傍観

者であ り、動 物の世界 に踏み込む ことがな く、動物たちの方 も擬入化 され 人間の ように衣服を着 て い るに も

かかわ らず、人 間 と交わ ることな く動物 だけの世界に暮 らし、 人間 に観察 されて いることも知 らない。

 この奇妙な世界 を描 きだすた めに、 コールデ コッ トはまた して も 「視 点」を駆使す るのであ る6)0ま ず、

コールデコ ッ トはナーサ リー ・ライムでは誰の ことか説明がない 「ア ンソニ ー ・ロー リー」な る人 物 を、絵

本のなかで中年男性 として登場 させ、おまけに彼の家族 まで も描きだす。そ して、 ロー リー一家 をは じめ と

する人 間を 「見 る もの」 として描き、カエルをは じめ とする動 物た ちを 「見 られ るもの」 として描 くのだ。

そ して、 この2つ の視点は交わ ることがない。

 さらにこ こに第3の 視点であ る読者の視点が加わ る。 これに より、「見 られ るもの(=動 物)」 を見 る 「見

るもの(;人 間)」、 さらにそれを見る読者 とい う、3重 構造 を もった視点の絵本 とな るのだ。 この複 雑 な視

点の重合 は、動物 と人間、 さらには読者 とのあいだにある距離 感を生 じさせ ることとな る。 この距 離感 は、

読者 に絵本 に登場 す る動物や人間 と一体化す ることや感情移入 す ることを阻む。普通考え るとこの よ うな距

離感 の設定 は欠点 と見な されかねない ものであ るが、 なぜこのよ うな距離を作 りだ したか とい うと、 おそ ら

くこの絵本 のス トー リーが死を扱 ってお り、読者 である子 どもに とって少 々ヘ ヴィーな ものであ る こ とに よ

るもの と考 え られる。動物 と完全に同化す ることのないこの距離 の設定が、子 どもにとっての安全 装置 の よ

うな働きを担 ってい ることを指摘 しておきたい。

 しか し一方 で、読者 は この3重 構造 を もった視 点によって、 傍観者 であ りつづけ る人間の側に も同調 で き

ない何 かを感 じる ことにな る。それは、傍観者で しかない人間よ り、動物の方がよ ほど生 き生 き と躍動 した

「生」を生 きて いるこ とに気 づ くか らであ る。 したが って、実 はこの絵 本にお いて、読者 は不思 議 な3重 構

造 のなかで動物 と出会 うことにな るのだ(図 版Caldecott, R., A Frog He would a-Wooing(YTO, p.19.参 照)。

 動物の世界、そ してその動物 の世界を見 る人 間、さ らにその両方 を見る読者 とい う3重 構造の視 点 は、 コー

ルデ コッ トが絵本 に出来事 を生起 させる仕掛け として作 りだ した視点であ る。通常の擬人法は他 な る存 在者

を人間化す ることで、 人間 と他な る存在者 との類似性 や差異性 を認識 させ るものであ るが、それ は人 間中心

主義 的な見方か ら生 み出されているといえ よう。 この絵本でロー リー一 家が保持 してい る視 点は、通 常 の擬

人法 で描 かれ た世界 を観察 し、人 間と動物の類似性 や差異性 を認識 す る視点であ る。 人間 と動物 、 両者 の視

線が交 わ らないことか ら、 その視 点の描 き方は徹底 している。 そ して、 もう一つの視点である人 間 と動 物 を

両方見 る読者の視点 は、人 間中心主義的な通常 の擬人法で描か れた世 界 とそれを観察 する人 間 とを外 側 か ら

見る超越的 な視点で ある と考 える ことができる。す ると、読者 は通常 の擬人法 で描 かれた世 界を見 る見方 と

は違 った見方で絵本 を見る ことになるのだ。
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 その超越 的な視 点 とは、人 間 も動物 も同 じ場で生 きている生き物 であ ることを認識で きる視点である。 こ

の3重 構造 の視 点によ り、従来 の擬人法の在 り方がズ レてい く。 ここでは傍観者で あ りつづ ける人間のほう

が活力を失 った動物 として私 た ちの 目に映ることにな る。 これは、 擬人法を使 って擬人法を逆転させる 「逆

擬人 法」 といえるのではないだろ うか。それ によって、私た ち読者 は、少 し度が過 ぎて はい るが溌刺 と した

カエルやネズ ミ、 ハツカネズ ミの行動や、生 きるために捕食するネ コやア ヒルの生 き生 きと した 「生」 に触

れる ことになるのだ。つ ま り、 動物 と出会 うという出来事が生起 す るのであ る。

 ここに登場 する動物 は、擬人化 されてはい るが飼い慣 らされた動物 ではない。それ は人間 と動物 の接点が

全 くない ことか らも明 らかであ る。 したがって ここに登場す る動物 たちは、人間 にとって とて も身近 な動物

であ りなが ら、他者 と して捉 え ることができる。読者 は3重 構造 の視 点を通 して、あ るいは擬人法 を使 った

逆擬 人法 によ って、他者 である動物 と出会 う体験をす るのである。

1～2.逆 擬人法 と して のBaby Bunting

 この 「逆擬人 法」 とい う手法 を 明 らかにす るために、Baby Buntingを 見 て い くことに しよう。:..

Buntingは 赤 ち ゃんを あやす ときに唄われ る、 よ く知 られた ナーサ リー ・ライムであ る。 まずは、 この詩

を全文 引用 しておこう。

  Baby Bunting

  Bye, Baby Bunting!      バイ ・ベイ ビー ・バ ンテ ィング1

  Father's gone a-hunting!    父 さん出かける 狩 りを しに

  Gone to fetch a Rabbit-skin   ウサギの毛皮を 手 に入れ ようと

  To wrap the Baby Bunting in.  かわいいベイビーに 着 せよ うと。

         『現代絵本 の扉 をひらく一 コールデコ ッ トの絵本 解説書」(福 音館書店)p.73,よ り

 コールデ コッ トはこの たった4行 の詩を、 表紙 も含 めて12頁 の絵本 に仕上 げて いる。 そ して この作品で

も詩 を独 自に解釈 し、イ ラス トレー ションによ って詩 に物語 と して のス トー リーを もたせ(=絵 本 に出来事

を起 こし)、絵 本に して いるのだ。 狩 りに出かけた父親 は、1羽 もウサギ を仕留 め ることがで きず、毛皮屋

で ウサギの毛皮 を買 って家 に帰 る。 このクス ッと笑 わずにはい られ ない物語 は、 いかに もコールデコ ットら

しいユーモ ラスな展開の仕方で ある。 そして この毛皮 は、父 の仕留 めたウサギの毛 皮 として、幼 い娘の毛皮

(お くるみ)と なった。

 さて、 「めでた しめでた し」 で終 わ るはずだ ったこの絵本の最 終頁 は、 この 「めでた しめでた し」 に新た

な展 開を生 じさせて いる。 ここで もコールデ コッ トは、詩には描かれ ていない重大 な出来事 をイラス トレー

シ ョンで描 いているのだ。 それ は、 ウサギ形のお くるみを着 た幼 い女 の子 が、母親(あ るいは乳母)に 手を

引か れて散歩 して いる情景で あ り、道 の脇にあ る小 山には生 きた野性 のウサギが何 羽 も描 かれている。 ウサ

ギ のお くるみを着 た子 ど もは目を点に してその ウサギたち と対 峙 しているのだ。 この場 面で も、人間が動物

に出会 うという出来事が描かれ るが、 これは少 し特異 な描き方 とい ってよさそ うである。 このことを考えて

み よ う。

 本論文 の前編 に も取 り上 げた現代絵 本の巨匠セ ンダ ックは、 この最終頁 のコールデ コッ トの描 き方 を絶賛

して いる。 この最終頁 は、赤 ちゃんが、 自分を くるんでいる暖かい素敵 な衣装 が この生 き ものたちか らきた

のだ ということを、 おぼろげに悟 ったかのように、 当惑 しき った表情 でウサギたちを見つあているのだとい

い、幼 い子 どもの 目に驚 きと人生 に対 する当惑 とを読 みとっている。 そ して、 これは悲劇 とまではいえず、

暗 い 影 が一 瞬 す っ と通 り過 ぎた よ うな もの で あ り、 絵 本 に予 期 せ ぬ深 み を与 え て い る と述 べ て い る

[Sendak 1988=1990:24]。 このよ うな絵本 の読み方は、 さすがセ ンダ ックと思 わせる的確 さがある。 たし

か に、 ウサギの姿形 をとどめたお くるみを着た まるでウサギのよ うな子 どもと、 自然のなかに生 きるウサギ

の対 峙の場面 には、 間接的 ではあるが コールデ コッ トお得意 の生 と死 が描 かれてお り、 その現実 が幼 い子 ど

もに突 きつ け られ ているように見 える。 自分が 自慢 げに羽織 っているウサギのお くるみ は、父親 に捕 らえら

れ る前(実 際 は父親 が毛皮屋 で買 い求 めたものではあるが)は 、 目の前 にいる ウサギの ように生 きて いたの
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だか ら。 しか し、 この解釈 はどこか シニ カルな感が否めない。

 コールデ コッ トはなぜ ウサギ皮 のお くるみをふわふわ した ウサギ毛のケープのお くるみ にせず、完全な ウ

サギの形のお くるみと して描 いたのだ ろうか。 コールデ コッ トが この絵本 を逆擬人法 によって描 いた とす る

な らば、 最 後 の頁 の意 味 や ウサギ 形 のお くるみ に した理 由が理 解 で き るので はな い か。 そ こでBaby

Buntingを 、逆擬人法の視点で読み解いてみることにす る。

 ナーサ リー ・ライムで は狩 りに出か ける父親の想いや意気込 みが詩の3行 目と4行 目に描かれて いるが、

絵本 では狩 りの様 子や家族(主 に子 どもた ち)の 様子まで もが、 イ ラス トレーシ ョンで描かれて いる。そ し

て、 家一外(狩 り)一 家 一外(散 歩)と いう場面展開で絵 本は進行 してい く。

 登場 人物 を整理 してお こう。狩 りを楽 しむ父親(男 性)は 動物(自 然)を 支配す る存在であ り、人間中心

主義 の象徴 と して見 ることが可能であ ろう。だが、 コールデ コッ トは父親 を単純 な権力者 と して は描 いてお

らず、1羽 も獲物 を仕留め ることがで きなか った父親 として描いている。 この父親の姿 は絵本 にユーモア と

ふ くらみを もたせて いる一方で、 自然を支配す ることができなか った姿 と して、人間が 自らに都合 よ く自然

を支 配できない現実 をもいい表 してい るのだ。

 また幼 い子ど もは、年齢 と性別で違 う描かれ方がな されているのが興味深 い。 もと もと幼 い子 どもは動物

に近 く野性性 を備えてい る存在で あるが、兄(男 性)は 棒 馬にまたが り未来 の父親像の ように描かれてい る。

他方、兄 よ りいっそう幼 い妹 は、動物の ように世界 と未分 化な状態 の子 ど もと して 一 ある場面で は乳母の

い うことを聞 かない姿で、 また別の場面では衣服を着 ていない裸(野 性)の 姿で、そ してお くるみを着せ ら

れればたちまちウサギ にで もな ったかの ように四つんばいで歩 く動物 のよ うな姿で  描かれてい る。年齢

の低 い妹の方 が、 より野性性(動 物性)を もった存在 として描 かれるのである。 お くるみ は、 この妹の方に

贈 られる。

 そ して、 ウサギのお くるみを着た子 どもが ウサギ と対峙す る最終頁 に戻 ろう。最 も明快 に逆擬人法で描か

れている場 面である。 ウサギた ちはあ らぬほ うを向き、幼 い子 どもと視点 を合わせ ようとは しない。 しか し

1羽 の ウサ ギだ け は幼 い 子ど もの方 を向 き、 双 方 の視 点 が合 う。 擬 人法 の作 品AFrog He wouldα 一

Wooing Goで は、決 して交 わ ることの なか った人間 と動物 の視点が、 この逆擬人法 の作品Baby Bunting

では交 わるのだ。 この瞬間 に双方の距離感が ぐっと縮 み、幼 い子 どもはウサギ と一体化 し、 自己と世界(動

物)と の境 界がな くなる溶解体験を してい ると考える ことができる。幼 い子 ど もは、異界の他者であ るウサ

ギ と交歓す ることによって、 ウサギ と同等の視点か ら世界を見る ことになる。 コールデ コ ッ トは、その とき

の幼 い子 ど もを目が点 にな った姿で描 きだす。 この一 瞬に深 く生成 した幼 い子 ど もは、つ ぎの瞬間 には人間
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世界 に立ち戻 り、母 に手 をひかれ ウサギを横 目に歩 きだすにちがいな い。 あち らの世界か ら戻 って こないこ

とは、 子 どもにとってはあま りに危険 な出来事 になって しまうか らだ。 しか しこちらの世界 に戻 ってきた幼

い子 どもは、それまで自分 が見聞 き しているウサギと異なる、野性の ウサ ギその ものと出会 う体験を したの

であ る。

 この出来事 は、「お くるみ にされ たウサギがかわいそ う」 「幼 い子 どもは、皮 肉にも、 自分が着てい るお く

るみは、 目の前 にいるかわ いいウサギ の仲間か ら作 られたことを知 った」 というような ことを描いているわ

けではな く、 ウサギ との交歓 という深 い体験 を した瞬間の子 どもの姿を描いて いるのだ。 この最終頁 は、人

間 もウサギ も同 じく世界 にとって等 しい存在 として描かれており、人間中心主義 の視点か ら描かれていない。

その結 果、 この場面 ではむ しろ ドレス姿 の母親の方が異質な存在 とな る。それ は母親が人間 中心主義 の世界

に とどまる存在 と して描かれて いるか らであ り、逆擬人法の世界を生 きることは もはやで きない大人 として

描か れているか らで ある。父親 もまた母親 と同 じ存在である。 ウサギを狩 りの対象 と して しか見 るこ とので

きない父親 は、狩 りに失敗すれば商品 としてのウサギ皮を購入する。 その姿 は、動物を人間 にとっての有用

性 の観 点か らで しか見て いないことを浮 き彫 りに して いる。

 しか し、幼 い子 どもは違 った描 き方が なされている。普段 は人間中心主 義の世界 で生 きて いる子 どもも、

自然 の偉大 さや野性性 に触れた瞬間、逆擬人法 の世界を瞬時 に生き ることがで きる存在 と して描かれ ている。

幼 い子 ど もは思 いもよらぬ場所で、毛皮や シチューの肉やペ ットとしての ウサギで はない、有用性 を超 えた

存在 と して のウサギその もの と出会 うのである。その とき幼 い子 どもは、 世界が逆転す るような人間 中心主

義 の破壊 と、思わず 目を点 にして歩み を止めて しまうほどの驚 き一 それ はウサ ギの野性性 に触れることに

よって内奥性 の次元が開かれた驚異の瞬 間で もある一 を体験す るのだ。

 もともと野性性を備えて いる子 どもで あるが、幼い子 どもの ウサギのお くるみ は自らの野性性をさ らに高

める もの として考 え ることが できる。 セ ンダ ックがWhere the Wild Things Areで 主人公 マ ックス におお

かみ の着 ぐるみを着せ、かい じゅうた ちの世界 に旅立たせた ことは これ と類 似 して いる。それだか らこそ、

お くるみはケープな どではな く、断 じて ウサギの形でなければな らなか った。 これを着用 している幼 い子 ど

もは、強力 な野性性を備えた動物存在 となり、 ウサギの世界の住人 と対等 に交流を もつ ことのできる存在 と

な る。幼 い子 どもは、母親 に手を引かれ ていることでかろう じて人 間の世 界 に立 ち戻 って くることが できる

が、手 を引かれていなか った らウサギの世界 に行 って しまい、それ っき り人間の世界に帰 って くることはな

いだ ろう。 その意味で、 幼い子 どもは、動物 の世界 と人間の世界の境界線 の上、 ぎりぎ りの場所に存在 して

い るのである。私た ち読者 は、 この幼い子 どもとウサギとが同等の立場(資 格)で 対峙す る姿を見 ることに

よって、私 たちが普段当た り前の ように思 っている人間中心主義の思考法 が破壊 され るのを 目の当た りにす

るの だ。

 このようにコールデ コッ トは様 々な動物の姿 一 コールデ コッ トの描 くウマに代表 され るような躍動感、

生命感、優美 さにあふれた動物 の姿、擬人法 を用いなが らも絵本に視点 の3重 構造を作 りだす ことで人間 よ

りも生 き生 きと生き る動物 の姿 、逆擬 人法によ り動物 と交歓す るmの 子 どもの姿(こ の瞬間、子 どもは人

間 を超 えでている)、子 どもとの親和性を もつ動物の姿7) を描き出 した。そ して私た ち自身が絵本 のなか

で動物(的 な野性;生 命性)と 出会 うという出来事を生みだ したのである。 絵本のなかで動物 と出会 うとは、

字義 どお りのことで はな く、深い体験を伴 う出来事である。取 り上 げた絵 本 は、 どの作品 にも 「死」 のテー

マが描 かれて いる。 しか し同時に、動物性の躍動す る 「生の瞬間」 のテーマ も描かれ る。動物性 とは、人間

の ような世界 を対象化 して生きてい るのではな く、世 界(環 境世界)と 連続 した生の在 り方を示 して いる。

それ にたい して 「死」 もまた世界 との連続性 を意味 しているのであ って、 この点 において動物性 と共通性を

もっている。つ まり生命の極限 と死への接近 とは同 じ事態なのである。 また躍動す る生 も動物性を秘 めて い

る。 このよ うに、 人間的な世界 との境界線 を喪失す るうえで、「死」 も 「生 の瞬間」 もと もに原理的 には同

じことなので あり、その意味において私 たち読者が コールデ コッ トの絵本 のなかで動物 と出会 うということ

は、 ただ単 に描かれた動 物だけに出会 っているわけではないのである。

1-3.遊 びという体験 か ら

 私 たちは普通、絵本は読む もの、あ るいは見 るものであると考え る。 だが、子 どもが絵本を読み見 ること
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は大人 のよ うな 「読 書」 とは異な り、 む しろ 「遊 び」 だと考 えてみ るほうが正確 なので はない だろ うか。

「ペ ージ も狭 しと踊 りはね、紙 なんかに縛 られて いな いことを高 らか に宣言 して いる登場人物 た ち 一 多分

これが コール デコ ッ トの絵本の最大の魅力だ」[Sendak 1988=1990:156]と セ ンダ ックは語 る。 セ ンダ ッ

クは 「音楽 と踊 り」 とい うメタフ ァーを使い、 コール デコッ ト絵本 の楽 しさの本質 に触 れた。 しか し 「音楽

と踊 り」を、遊び という出来事 に引 き寄せてみることによって、 さ らにコールデ コ ッ ト絵本の本 質を うま く

捉え ることがで きるのではないか。 コールデ コットの絵本は読 む絵本 というよ りも、遊 びとい う体験 を もた

らす絵本なのであ る。

 コールデ コ ットは、 ことば遊 びが豊富で声 に出して唄 って楽 しむナーサ リー ・ライムを テクス トに選 ぶ こ

とによって、絵本 に遊 びの要素 を取 り入れた。 その遊 びの要素 は、 コール デコ ッ トの躍動感の あ るイラス ト

レー シ ョンと、数 々の出来事を生みだす仕掛 けによってさらなる遊 びを生起 させ ることとな る。 その遊 びの

なかに、セ ンダ ックの指摘す る音楽や踊 りも含 まれ るが、音楽 や踊 りは、遊 びと切 って も切 り離 す こ とので

きない身体的な リズ ム体験 であ る。

 子 どもは遊びたいか ら遊ぶ。 そ して子 どもにとっての遊 び体験 は、 自分が遊んでい ることも忘 れて しま う

ほどの深 さがあ る。矢野 は、子 どもの遊 び体験 の特質を世界へ の全身的 な没入 にあるとす る。 この世界 への

没入は言葉 をかえれ ば、 自己と世界 との境界線が溶解 して しまう 「溶解体験」であ り、 この遊び の体 験 が溶

解体験 であ ると述べて いる[矢 野2006:86]。

 子 どもが絵本世界 に引 き込 まれ るとき、子 どもはコールデ コ ッ トの絵本のなかで起 こる様 々な 出来事 のな

かで遊 びに没入 して いる。 これが出来事 としての絵本 で遊び、出来事 としての絵本を遊ぶ醍醐味 であ り、 だ

か らこそ子 どもは何度で も同 じ絵本の世界 をあきることな く繰 り返 し遊ぶ ことがで きるのであ る。 大人 の よ

うに 「読 む」 のではな く、積み木遊びのように 「遊ぶ」 のであ る。

 そ して、絵本 の楽 しみの仕掛 けを作 りだす コールデ コットもまた、絵本を作 りなが ら遊 んでい たので はな

いだろ うか。遊 ぶ仕掛 けを作 り、描きながら遊ぶのである。 ウマを描 きたいがために ウマが登場す る絵本 を

描いた とい うエ ピソー ドは、それを物語 ってい る。 コールデ コッ トの描いたウマを見 れば、大好 きな ウマを

描 く喜 びに満 ちあふれた彼の姿を想像す ることができる。私た ちはその喜び と彼が生 みだ した楽 しみを享受

す る。 このよ うに読 者は コールデ コッ トが作 りだ した仕掛けで遊び もす るが、一方 で コールデ コ ッ トの意 図

を超 えでたと ころで も遊び(=楽 しみ)を 見つけて遊ぶ。絵本には、 このよ うな作者 の意 図を超 え た出来事

も存在 する。 これ もまた、優れた絵本 の もつ秘め られた力なのであ る。

2.出 来事 と しての絵 本とはなにか

2-1。 「出来事」 としての絵本を生 みだ した コールデコッ ト

 「近代絵本 の父」 と賞される コールデコッ トであるが、彼の絵 本作 品の どこに近代性 を見 る ことが で きる

のであろ うか。 また、 「近代 絵本」 は何を もって 「近代絵本」 とされ るのだろ うか。 これ まで あい まい に捉

え られてきた近代絵本 の近 代性であ るが、 ここでは、近代絵本の近代性 とは、 「絵 本 に出来事 を生起 させ る

こと」 である とい う考 えの もと、論 を進めていきたい。

 ところで、「絵本 とは何 か」 と問われれば、 まずは誰 もが絵 と文章 がついた本 であ ることを思 い浮 かべ る

であろう。 しか し、見 かけほど絵本 を定義する ことは容易な ことではないのだ。 なぜ な ら、文字(文 章)の

ない絵本 も存在 する し、またた とえ本 に文章 と絵 が描かれていて も、 それは絵本 としてではな く、物語 とそ

の挿絵 と して存在す る場合 もあ る。 さ らにまた、絵本 は様々な方 法で表現が可能 なメデ ィアであ り、 絵本 の

テーマにあった方法 で表現 されるので、 より細分化 され捉え られるこ ともある。 たとえば、絵本 が テーマ で

分類 されれ ば、物語絵 本、 科学絵本 …というよ うに呼ぶ ことができる し、 どのよ うな手法 を用 いて い るか で

分類 されれ ば写真絵本 、 しかけ絵本 …というよ うに呼ぶ ことができ る。

 従来、絵本 の特性、 独 自性 と して挙 げられてきたのが、絵 と文章 による相乗効果(文 章 で語 られて いな い

ことが絵 によ って語 られ、絵 で語 られて いない ことが文章によ って語 られる ことによ り、絵本 に深 みが増す

ような効果)で ある。 セ ンダ ックはこの点において もコールデコ ッ トを高 く評価 して お り、つ ぎの よ うな言

葉 を残 して いる。
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   コールデ コッ トの業績 は、現代 絵本の幕開 けを高らか に告げ るもので した。彼 は言葉 と絵 とを対位法

  的に併 置す る天才的なや り方 を考案 しま したが、それ はそれ以前 にはま った く見 られなか った もので し

  た。言葉が省かれ、 そ こを絵 が語 る。絵が省かれ、そ こを言葉 が語 る。 ひ とことで言え ば、 これこそは

  絵本の発明で した。                        [Sendak 1988=1990:22]

 セ ンダ ックの言 葉か らもわかるよ うに、絵 と文章 による相乗効果 とい うのは、絵本の発明 とい うほど絵本

独 自の表現方 法 となる ものであ った。 そのよ うな効果 を自覚 して絵本 を創 出 したのが コールデ コッ トで あり、

この ような経緯か ら後に 「近代絵 本の父」 と呼 ばれ るようにな ったのであろ う。 近代以降の絵本はたん なる

絵 つ きの本 ではない。絵 が文章 に従属 したもので もなければ、文章 のとお りに視 覚化 した もの、す なわち挿

絵つ きの本 な どで もない と考 え られる。絵本 を絵のついた本 としてではな く、絵 と文章 によって独 自の表現

を生 みだすメデ ィア として創作 された とき、近代絵本 が誕生 したのである。

 しか し、近 代絵本 が 「絵 と文章 による相乗効果がなされ るもの」 とい うだけでは説明不足のように思われ

る。 コールデ コッ トの絵本 の魅力 も、 その言葉だけで汲み尽 くすこ とはできない。 コールデ コッ トの絵本 と

はなによ りも 「出来事 と しての絵本」 である。言い換 えれば、絵本 に出来事 を起 こす仕 掛けがつ くられては

じめて、絵本 は絵 つ きの本か ら近代絵本 とな ったので はないだ ろうか。 出来事 を起 こす仕掛 けのなかに、

「絵 と文章 による相乗効果」 も含 まれ ると規定 してみれば、 コールデ コ ッ トこそが 「出来事 と しての絵本」

をつ くった最初 の クリエ ーターと考え ることができるのではないだろうか。 この ことを明 らかにす るために

は、 コールデコ ッ トを絵本 の歴史 におき捉え直す必要 があ る。

 本 論文前編 に も登場 した児童文学史 家で児童文学批評家のオル ダー ソンは、 イ ギ リス にはW.ホ ガース

(W.Hogarth,1697-1764)に 始ま る 「物語 るイラス トレー ション」 の伝 統があ ることを指摘 してい る8)。ホ

ガースは、数 枚組 の絵 あるいは一枚絵 で、絵の題名か らイ メー ジできるこ とを、題 名以上に語 らせて いると

ころに特長 がある。 このことか ら、彼 の作品 は 「絵 による小説」 と も呼ばれ ている。 ホガースが制作 したの

は絵 であって絵本 ではないので、 もと もと文章はないが、文章 が語 らないことを絵 が語 ることから、絵 と文

章 に よる相乗効果 の先駆 けと して見 る ことが できる。 また、18世 紀以 降イギ リスではナーサ リー ・ライム

あ るいはマザー ・グー ス9)、伝承文 学を題材 に した絵本が数多 く出版 されて いる。 コールデ コ ットがナーサ

リー ・ライムを絵 本化 したことは当時 において もオ リジナルなことではな く、 む しろあ りふれたことで あっ

た。 この伝統 のなか、今 も人気 ・実力 のある絵本画家 たちがナーサ リー ・ライムの絵本 化を試 みている。 こ

の ようにイギ リスには、コールデ コッ ト絵本 が誕生するような豊 かな土壌がすでにあった。それはまた、 コー

ル デ コッ ト以外 の絵本作家 たちに も共通す る土壌である。それでは、 コール デコ ッ トの絵本が出版 され る以

前 に 咄 来事 と しての絵本」 は存在 していたのだろ うか。それを検証 してみ な くてはな らない。

 近代絵本 の誕生 には、子 どもの本の市場が成 り立つ社会的 ・経済的背景や、 印刷 の技法 も含めた印刷技術

の 向上 な どがあ ることを忘 れてはな らない。 コール デコッ トと同時代 に活躍 したイ ラス トレー ターにW.ク

レー ン(W.Crane,1845-1915)とK.グ リー ナウェイ(K. Greenaway,1846-1901)が いる。 コールデ コッ

ト、 クレー ン、 グ リーナウェイは、 当時を代表するイラス トレーターで、近代絵本 の幕 開けを飾 る絵本画家

の3人 といわれてい る。3人 はいずれ も優れた印刷業者(木 口版画の彫刻家 であ り印刷家)で あ るE.エ ヴァ

ンズ(E.Evans,1826-1905)と 組んで仕事 を していた。エ ヴァンズ は、木 版多色重ね欄 りの創始者 の1人

で あ り、木版 のブ ロック作成 に写真製版 を取 り入れる ことによ り、 それまで職人 の手作 業だ った原画の写 し

取 りを確実 で正確 な ものにす るなど、技術開発導入 の先駆者 で もあった。 またエヴ ァンズはイ ンクの調合に

細心 の注意 を払 い、絵本作 りに美 しさを求めた。コールデ コッ ト、 クL一 ン、 グ リーナ ウェイ といった作風

の全 く異 なる3人 のイラス トレーター を輩出 し育てながら、絵本の楽 しさだけでな く美 しさ という側面に も

光を 当てたのである。 そ して、 当時の安 くて粗雑 な作 りの絵本 から脱却 し、安 くて美 しい絵本 を作 りだす こ

とに成功 した。絵本 は美 しくなければならな いとい うことは、A の絵本 の命題 であるが、絵本 における美

が明確 に意識 され始 めたことと、近代絵本の誕生 ・発展は無 関係で はない。

2-2.ベ ネ ッ トとの比較

 そ のエヴ ァンズが、 コールデ コ ッ ト、 クレー ン、 グ リーナウェイ と出会 う以前 に、 ともに仕事 を していた
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の がC.ベ ネ ッ ト(C.Bennett,1829-1867)L°'で あ る。 ベ ネ ッ トと比 較 す る こ とで 、 コ ー ル デ コ ッ トの特 性

が 見 え て くるは ず で あ る。 ベ ネ ッ トは、Shadows(1856)、 The Frog Who Would a We)oing Go(ca.1860)、

Old Nurse's Book(>f Rhymes, Jingles and Z)itties(1858)な どの絵 本 を 世 に だ して い る。 彼 は画 力 が 卓抜

して お り、 た しか に コー ル デ コ ッ トの 先達 と して の 要素 を絵 本 の なか に見 る こ とが で き る。 た とえ ば、 ホ ガ ー

ス以 来 の 伝 統 で あ る 「物 語 る絵 」 を描 け る イ ラ ス トレー タ ー で あ り、 絵 本 にお け るア イ デ ィア が豊 か で あ り、

絵 本 に流 れ るユ ー モ ア も存 在 す る。 そ こで、 後 に コ ー ル デ コ ッ トも同 じテ クス トか ら絵 本 を創 作 す る こと と

な るThe Frog Who Would a Wooing Go"'を 見 て い く こ とに す る。

 こ の絵 本 の 内 容 につ い て は 、 す で に 本論 文 の1-1で 述 べ た と お りで あ る。 た だ し、 ベ ネ ッ ト版 と コー ル

デ コ ッ ト版 の テ ク ス トに は 、 大 きな相 違 点 が2ケ 所 あ る。 まず1点 目 は、 ベ ネ ッ ト版 に は、 詩 とは別 に、 詩

を 物 語 風 に仕 立 て た 文 章 が 載 って いて 、 それ が 絵 本 の半 量 を 占 め て い る こ とで あ る 。2点 目 は"Heigho,

says ROWLEY!"や"With a rowley-powley, gammon and spinach, Heigho, says ANTHONY

ROWLEY!"の 詩 句 が ベ ネ ッ ト版 に は記 載 され て い な い こ と であ るia,。

 ベ ネ ッ ト版 の 絵 本 作 りは 、 つ ぎ の よ うに な さ れて い る。 見開 き の片 方 の 頁 は 物語 風 の 文章 の み、 も う片 方

の 頁 は、 頁 を 上 下 に区 切 り2つ の イ ラ ス トレー シ ョ ンが 描 か れ て い る。 そ して 、2つ の イ ラ ス トレー シ ョ ン

の 間 に詩 が 入 る。 印 刷 上 の 都 合 か らか、 中央 頁 の見 開 き は左 右 と もイ ラ ス トレー シ ョ ン(そ の場 合、 計4点

の イ ラ ス トレー シ ョン とな る)で 、 そ の前 後 の頁 は見 開 き の左 右 と も物 語 風 の 文 章 で あ る。

 こ の よ うな 絵 本 作 り、 つ ま り1ペ ー ジに2場 面 の イ ラ ス トレー シ ョンを 描 くや り方 は 、 今 日の絵 本 を知 る

者 か らす る とず い ぶ ん と窮 屈 な 感 じが す る。 そ れ だ け で も読 者 に重 苦 しい 印 象 を 与 え るの だ が、 そ れ に加 え

て 画 面 い っぱ い に 描 か れ た動 物 は2頭 身 な い しは3頭 身 で あ り、 さ ら にそ の 絵 が平 面 的 で あ る た め に余 計 に

重 々 し く感 じられ る。 しか も、 余 裕 の な い空 間 に押 し込 め られ た動 物 た ちの 動 き は制 限 され る こ と に な る13)。

ま た テ ク ス トに は 、 あ の軽 や か な ノ ンセ ンシ カ ル な フ レー ズ はな く、 詩 を 物 語 風 に仕 立 て あ げ た文 章 が長 々

と載 って い るの で 、 コー ル デ コ ッ ト版 に 見 られ る よ う な軽 快 さ は表 現 され て い な い。

 ネ コが ハ ツカ ネ ズ ミの 家 に 突 入 す る場 面 の、

ネ コ の誇 張 され た 表 情 や動 き を 見 る と、 こ の絵

本の一番の山場をもり立ててお り、さすがベ ネッ

トと思 わされる ところ もないで はな い1㌔ しか

し、 この最 も優れた場面でさえ、コールデコ ッ

トと比べ ると過不足な部 分が見えて くる。 ネコ

が忍 び寄 る場面で比較 してみよ う。 ベネ ッ ト版

は ヒ下2枚 のイ ラス トレー ションの うち、kの

絵で は、空を仰いで熱唱 してい るハツカネズ ミ

(ヒを向いて いるのでネ コに気づ かない)が 中

央 に位置す る。ハ ツカネズ ミの斜め前 にある扉

がかすか に開 き、ネ コの片方 の手がぬ っとあ ら

われ る様子が描かれる。 ここで、ネ コの襲来 を

予告 して いるのである。 下の絵 では、親 ネコと

2匹 の子 ネコが部屋に飛び込んで くる姿が画面

い っぱいに描かれてい る。 ダイナ ミックな飛 び

込み をみせ る親ネ コの鼻 先には、逃げるネズ ミ

の しっぽが2本 描かれてお り、ネ コの勢 いやあ

わてて逃 げ出すネズ ミたちの様子が見てとれる。

また、倒れた椅子や床に転 が ったネズ ミの傘 か

ら も、 カエルやネ ズ ミたちの混乱 した状 況が伺

え る(右 の図版参照)。

 コール デコッ ト版では見開き右頁すべてがイ

ラス トレーシ ョンで、画面の左3分 の2に ロー
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リー一家の絵が描かれる。 ロー リー一家 は、事 の成 り行 きの結末が予想 されるのか、 困惑顔 で猫 を見 ている。

残 り3分 の1の 空間には、 ハツカネズ ミ宅(窓 か らネ ズ ミの しっぽが垂れ下が っている)と 、ハ ツカネズ ミ

の家 の玄 関へ と続 く階段(「 くの字」 で描か れる)を 「逆 くの字」 で上 が ってい くネコの親 子が描 かれ る

(図版p.19.参 照)。 本論文の前編 で、 コールデ コッ トが視点 を駆使 した絵本作 りを して お り、 その際使われ

る 「くの字」「逆 くの字」 について説明 したが、 ここで もそ の効果 が充分 にあ らわれている。 この階段を上

るネ コの描き方は絶 妙で、音 も立 てず スタタタタ ッと上 ってい く様子があ りあ りと読者 に伝 わって くる。 し

か も、ネ コがネズ ミの背後 から襲 うことまで もがわか る描 き方であ る。 余分な文章 はな しで、読者 に緊迫 し

た状 況を理 解させているのだ。 そ して、 ここで頁をあ くることにな る。 この頁 をめ くる作業で、読者 はより

ハラハラ ドキ ドキの緊張感 が増す。 コールデ コッ トは、読者 が頁をめ くる ことで起 きる出来事性 も考慮 に入

れて、 絵本構成を したのである。次頁 の見開 き左側の頁(図 版p,20.参 照)で は、場面が一転 して、ネ コが

1匹 のネズ ミへと向か って、い っせいに跳躍する様 子が描 かれ る。ネコの後ろ姿 がず らっと並ぶ。 ピンと立 っ

たネ コの尾、跳躍 のときに見せ る後 ろ足の形、 とが った爪、 野性本能全 開のネコが人間の ように服を着て、

両手(前 足)を あげて逃 げ出す ネズ ミに向か ってい る。 こ こでは、部屋 の外か らなか に入 るネ コの立場か ら、

部屋 の奥行 きを感 じさせ る描 き方がな されてい る。

 さて、 このよ うに両者 を比べて みると、ベ ネ ットに はコールデ コ ットのよ うに絵 本に出来事 を起 こす とい

う明確 な発想がなか ったことが伺 える。少な くともこの作品では、詩だけで絵本 を進行 させず、物語 を膨 ら

ませるために詩 の補足で ある物語 をつ けてい る。 この ような文章に頼 った絵 本作 りは、作者 の意 図とは反対

に、詩 やイラス トレーシ ョンを生か しきれない悲劇を生む。 ベネ ッ トが このよ うな文章 に頼 った絵本作 りを

したのには、 ナーサ リー ・ライムだけで は絵本 としての面白 さが伝わ らないのではないか との思 いが あった

のか もしれない。 あるいは、印刷 の関係で どう して もできて しま う空白の頁を埋 めるた めだったのか もしれ

ない。 残念 な ことにそれ は成功 して いるとはいえず、そのよ うな意 味において、ベ ネ ッ トの絵本 は 「近代絵

本へ の過渡期 の絵本」 と考え られ るのだ。

 優 れた画力 を もったイラス トレー ターであ ったべネ ッ トは、イラス トレーシ ョンの レベルで は近代絵本 と

大差 はない。描かれ た動物の表情 は豊かだ し、ハツカネズ ミ宅 の ドア ・ノ ッカーが恐 ろ しいネコの顔で ある

など読者 をにやっとさせ るユーモ アもあ る。 しか し、 ベネ ッ トには絵 本全体 の構成力が欠 けて いるのだ。 こ

の構成力 のあるな しが、絵本に出来事を起 こす ことと深 く関係 している。絵本の判型、文章内容、イ ラス ト

レーシ ョンと文章の関係、頁をめ くることで起きる効 果、 これ らのすべてが有機的 にかかわ り、絵本独 自の
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表現 とな る。 しか しなが らベネ ットの絵本 は、今 日の私 たち にとって は当然の絵本の構成がな され てお らず、

近代絵本に至 る過渡的な形態の絵本であると考え られる。

 ベネ ッ トは しば しば 「不運」 もしくは 「不幸」なイ ラス トレー ター と評 されてい る。 それは、 ベ ネ ッ トが

エヴァンズ と組んで絵本 を作 りなが らも、エ ヴァンズが彼の才能 と作品を生か しきれなか った ことや、病 に

より若 くして この世 を去 って しまった ことにより、さ らに優 れた絵本を生 み出す ことがな くな って しま った

ことによる。 もし、ベネ ットが コールデコ ットの絵本 を見ていた ら、彼は どんな絵本 を作 り出 した のだ ろ う

か と思 わず にはい られない。

2-3.同 時代 の絵本画家(ク レー ンとグ リーナウ ェイ)と の比較

 つぎに、 コールデ コッ トと同時代の絵本画家 クレー ンやグ リーナ ウェイが どのよ うな絵本作 りを してい た

のかを 見て い くことに しよ う。 ク レー ンが最 初 に描 いた絵 本 は、 エ ヴ ァンズ と組 んで作 ったThe House

that Jack Built(1865)で あ った。偶然 にも、 コールデコ ッ トが最初 に描 いた絵本 と同 じテー マで あ る。

ク レー ンは トイ ブ ックを50冊 以上 も描 き、 トイ ブ ック以 外 に も代 表 作 とされ るThe:..ヅ80pera

(1877)'5)、The Babヅs Bouquet(1878)、 Baby's own Aesop(1887)な ど、た くさんの絵本を 制作 した。

クレー ンの絵本 の特長 といえば、 力強 い輪郭、平塗 りの色、黒 の量塊 であるが、 それは 日本 の浮 世絵 か ら影

響を受 けた ものであ る。 また クレー ンは、 ウィリアム ・モ リスが提 唱 したアーツ&ク ラフツ運動 に賛 同 し、

自らもその実践活動 を していた。そのためクレー ンの絵本はデザイ ン性 に富 み、絵本 を囲む装飾 枠や絵 に描

かれる ものは細部 に至 るまで描 き込まれてお り、絵本 にもその精神 が反映 されてい1`16)。一方で、 ク レー ン

の絵本 は技巧 に凝 りすぎていて、子 どもが空想 をす る余地が残 され ていないという批判的 な意見 もな いで は

ないが、美 しさにか けては、 クレー ンの絵本 は傑出 していた。彼の絵本は当時の最高の技法 と印刷技術 によっ

て作 られ、彼 自身 もまた絵 本制作 への意識(ク レーンは、幼 い子 ど もに も美的で優れた ものが必要 だ とい う

信念 を もって いた)が 高 く、 そ ういう意味で クレーンの絵本 はた しか に近代絵本 の始 ま りであ った といえ よ

う。だが、彼 の絵本 は絵本 に出来事を起 こすという意味での近代絵本 ではなか った。彼の絵本 は見事 なま で

に美 しい挿絵本 であ ったのだ。

・それで はグ リーナウ ェイは どうか。 グ リーナウェイ は、学生 時代 か らグ リーテ ィ ング ・カー ドのた めの イ

ラス トレー シ ョンを描 いていた。彼女の父親 が彫版師でエヴ ァンズと知 り合 いで あった縁か ら、 エ ヴ ァンズ

と組ん で絵 本を 出版 す ることになる。最初 の絵本 はUnder the Window(1878)で 、初 出版な が らもベス

トセ ラーにな った。Mother Goose(1881)は エ ヴァンズの仕事 のなか でも最高傑作の一 つ とされ る。 グ リー

ナウェイの絵本の特長 は繊細 さ(描 かれ る子 ど もた ちも、絵本全体 を貫 く雰囲気 も)に あるが、 その繊 細 さ

にあ った美 しい色調 の絵本 であることが大きな魅力 とな って いる。

 しか し、彼女の描 く子 ど もた ちの表情 や動 きは硬 くぎこちな く、親近感を もち に くい。そのた め、 読者 に

絵本 との微妙な距離感を もたせ て しまうのである。だが、 その作風 ゆえに成功 して いるのが、 ジ ョン ・ラス

キンに捧 げ られ たThe Pied Piper(>f Hamelin(1888)で あ る。笛吹 きにつ いてい く子 どもたち は、 もはや

こち ら(現 実)の 世界 に住 む子 どもではな く、 あちらの世界 に行 って しま った子 どもた ちであ る。 そん な子

どもた ちの姿が、 グ リー ナウェイの描 くイラス トレー ションと合致 したのだ。

 残念 なが ら、彼女の絵本か らも、絵本に出来事を起 こそうとす る気配は見 られな い。 グ リー ナウ ェイは、

フ リルや リボ ンで飾 られ たハ イウエス トで着心地の よさそうな服装の子 ども達を好んで描いた。 その ためか、

彼女の絵本は当時の子 ど もたちの スタイル ・ブ ックとして、母親達 にも読まれていた。そ うい う読 み方 がで

きる絵本 とい う意味で は、新 しい絵本の誕生 といえるだろう。 しか し皮肉な ことに、 グ リーナ ウ ェイ の絵 本

がス タイル ・ブックと して活用 された ということは、彼女のイ ラス トレー シ ョンが挿絵の域 を超 えで ていな

か った ことの証 明 となって しまった。

 いずれにせ よ、 ク レー ン もグ リーナウェイも、た しかに自分の世界観や絵本観を生か した個性豊 な絵本 を

作 りだ したが、絵本 に出来事を起 こす という発想はなかった ようだ。同時期の他のイラス トレー ター も、 イ

ラス トレー シ ョンは個性豊かであ りなが らもテ クス トに縛 られて しまい、挿絵 本の域をなかなか でる ことが

できなか った。 それ にた い して一人 コールデコ ットだけが、セ ンダ ックの指摘す るようにイラ ス トレーター

であ り、作詞 家であ り、振 り付 け師であ り、舞台監督 であ り、装飾家であ り、演劇人であ り… といよ うに、
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絵 本 にたい し総合的な視点、絵本 の構 成力 をもち得 た絵本作家だ ったのであ る。

 ところで、 コールデ コッ トが もた らした、近代絵本作家 としての もう一 つの画期 的な事柄を紹介 してお こ

う。 当時、出版社か らの報酬 は作品の一括買い取 りによる支払いが通常だ ったに もかかわ らず、コールデコッ

トは印税に よる支 払いを主張 した。元 銀行員 と しての コールデ コッ トの才覚 が働いたのだろ う。 きわめて少

ない印税だ ったよ うだが、その心配 も吹きとぶ ほど絵 本は売れ、結 果的に印税に よる支払いの方 が多額の報

酬 を得 る ことができたのである。 その頃まだ珍 しか ったこの印税 による支払方法 は、後に出版界に普及す る

こ とにな る。 コールデ コッ トは芸術家 としてだ けでな く、絵本 が商 品であるこ とに も自覚的であ り、 自分の

作 品を様 々な角度 か ら客観的に見 ることのできる視点をもっていたので はないだろ うか。 この件 に関 してコー

ルデ コッ トの近代 性を ことさ ら主張 す る気 はないが、先見性を備 えた人物像 を伺 わせ る興味深いエ ピソー ド

と して記 してお くことにする。

2-4.近 代絵本 とは何 か

 近 代絵本 とは何 か、 これまでの議論 を整理 しさらに論考を深めていこう。近代絵 本 とは、 出来事を生起 さ

せ るメデ ィアであ り、ス トー リーによ ってではな く、後に挙げるような仕掛 けによ って出来事 そのものを生

み だすよ うな ものである と考 える。 これまで言われてきたよ うな絵本 の独 自性 である文章 と絵 による相乗効

果 も、絵本 に出来事 を生 みだす仕掛 けの一つ と考えることができる。子 ど もにと って絵本 を読 むとい うこと

は、読書 とい うよ りは遊 びの体験 に近 い。それ は、 まず絵本が子 ど もにとって、 自分 で読 むのではな く大人

か ら読 んで もらう ものであるこ とか らもいえ る。子 どもが絵本 を読 んで も らう とき、言葉(ス トーリー)を

耳 で聞きなが ら、絵 を見 て(字 は読 めな くて も絵を読 むのだ)楽 しむ。そ してつ ぎの頁 がめ くられ る瞬間を

心待 ちにす るのだ。

 当た り前 のよ うだが、絵本 はつ ぎの頁 をめ くるまで何が起 こるのか わか らない。 そ して、頁 をめ くると、

っ ぎか らつ ぎへ と新 しい出来事が起 こる。作 り手の側 からいえば、頁 ごとに新 しい出来事 を起 こす必要が生

じる。今 日の絵本 ではい う必要 さえな いほど自明のことだが、作者が絵本 に出来事 を生起 させ る仕掛 けを作

るこ とによ って、絵本 な らではの楽 しさが生 まれる。 この ことが、絵本の空間構成 を制約 するとともに、絵

本特有 の物語 の時 間を構造化 し、絵本独 自の空間表現 を、そ して世界体験を可能 にす るのである。読者はこ

の絵本 とい うメデ ィアで遊 ぶので ある。絵本 を読 むことは遊 びであ り、 それ はす でに出来事 が生起す ること

な のである。

 コールデコ ッ トの絵本 が、 このような出来事 を生 みだした最初の絵本なので はないか とい うのが本稿 の出

発点 であった。本論文前編 でThe House that Jack Builtを 例 に説明 して きたように、 コールデコッ トは絵

本 に様 々な出来事 を生 みだす仕掛 けを作 りだ した。意識的にテクス トをナー サ リー ・ライムか ら採 り、絵本

のな かに リズ ミカルな躍動感や積み上 げ唄 とい った、 ナーサ リー ・ライ ムが もつ遊 び唄 としての遊びの要素

を取 り入れ た。読者 が絵本 の頁 をめ くる行為 を生 か し、反復 によって イラス トレーシ ョンで リズムを作 りだ

した。 それ は、緊張 と弛緩 といった リズムまで も作 りだす こととな る。それ だけでな く読者 の視点 も視野 に

入れ、絵本 に動 きを もたせ た。 さらにはス トー リーの流れる時間にたい し不連続 な連続牲 を もたせ ることで、

絵本 のなか に新 たな出来事 を生起 させたのであ る。近代絵本 を最初 に完成 させた絵本作家 は、頁 とつぎの頁

との あいだにどのように連続 と飛躍 とを同時に実現 させるかという時間の分節化 の問題 に直面す る。 この問

題 にたい しコールデコ ッ トは、反復す るパター ンや不連続な連続性 というパ ター ンを生 みだ したのである。

これ こそが ス トー リーにではな く、展開 の出来事 その ものを生 みだす もの、す なわち出来事 を生起 させる仕

掛 けであった。

 さきにも述べた 「視点」 にもどるな ら、 これにつ いては、絵本 に描かれた登場人物 の視点 だけでな く、絵

本を見 る私 たち読者 の視点 につ いて も考えなければなるまい。 なぜな らコールデ コ ッ トは読者 を楽 しませる

ため に、絵本 を見 る読者 の視点 も念頭 に入れて絵本を創作 していたか らである。視点の工夫は、 コールデ コッ

トが絵本 において どのように出来事 を生起させ るかといった ことと密接 にかかわ っている。

 また、 コール デコ ッ トは絵本で人間 と動物 が出会 うとい う出来事を描いた。 コールデコ ッ トが現れる以前

に も動物が登場す る絵本 は数多 く描かれ た。 しか し、 コールデコ ッ トはただ動物 を描 いただけではない。私

た ちが普段ふ れることのない動物 の野性性(生 命性)を も描 き、読者が動物 と出会 う出来事 を、絵本に描 い
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たの で あ る。

 この よ う に、 前 編 で は、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 が遊 び とい う出 来事 を生 起 させ る絵 本 で あ る こ と を 、 ま た

後 編 で は 、 コ ール デ コ ッ トの絵 本 の 中 で動 物 と出 会 う とい う出 来事 につ い て見 て き た。 今 日の 絵 本 で は 当 た

り前 の よ う に行 わ れ て い るが 、 コー ル デ コ ッ トが 様 々 な視 点 か ら絵 本 を見 る こ とに よ り絵 本 を構 成 し、 絵 本

に出 来事 を 生 起 させ た最 初 の イ ラス トレー ター で あ った。 作者 が絵 本 に 出来 事 を生 起 させ る仕 掛 け を 作 る こ

と によ って 、 絵 本 に は、 絵 本 特 有 の楽 しさが 生 まれ るので あ る。現 代 絵本 に も通 じる絵 本 構 成 の 基 礎 を 創 り

あ げ、 「絵 本 」 とい う ジ ャ ンル を創 りだ した の が コー ル デ コ ッ トな の で あ る。 コ ー ル デ コ ッ トは 絵 本 に 出 来

事 を 生 起 さ せ る仕 掛 けを つ く り、 絵本 で 出来事 を 生起 させ た わ けで あ る。

 しか し、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 に も限界 が あ った。 まず は 、 現代 で は考 え られ も しな い よ うな 印刷 上 の 制

約 が あ った こ とが 挙 げ られ る。 た とえ ば、 コー ル デ コ ッ トは 当 時 の 印刷 技 術 の限 界 を逆 手 に と って 、 ど う し

て もで き て しま う空 白の 頁 に独 自の解 釈 で イ ラス トレー シ ョ ンを描 い た。 しか も、 そ うす る こ とで 絵 本 に リ

ズ ムを 作 りだ した の だ。 だ が 、 この よ うな空 白 の頁 は、 基 本 的 には絵 本 の流 れ を さ え ぎ っ て しま い、 絵 本 作

りを 制約 して しま う もの で あ る こ とは間 違 い な い。 さ らに、 コー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス は、 絵 本 の 判 型

が画 一 的 で あ った こ とが 挙 げ られ る。 安 価 に もか か わ らず大 き な絵 本 で あ る こ とが 画 期 的 だ っ た トイ ブ ッ ク

は、 コス トを お さえ るた め に判 型 が画 一 的 だ った の で あ ろ うが 、縦 長 、 横 長 、 大 き い、 小 さ い な ど、 絵 本 の

判 型 は 描 く絵 本 世 界 に大 き くか か わ って くる1DOそ して 、 な に よ り、 コー ル デ コ ッ ト絵 本 の テ ク ス トは オ リ

ジナ ル で な か った 。 コー ル デ コ ッ トは、 ナ ー サ リー ・ライ ム の特 性 を う ま く活 用 して 優 れ た絵 本 を 創 作 した 。

しか し、 既 存 の テ クス トに縛 られ る こ との な い、 絵本 のた め のオ リ ジナル ・ス トー り一 で 描 い て い た ら、 も っ

と豊 か な絵 本 世 界 が 拓 けた は ず で あ る。

 この よ うな コー ル デ コ ッ ト絵 本 の限 界 を 超 え て い くの は、 コ ール デ コ ッ トの 次 の 世 代 の 絵 本 作 家 た ち で あ

る。 近 代絵 本 か ら現 代 の 絵 本 へ の橋 渡 しを した代 表 的な 絵本 作 家 の一 人 と して 挙 げ られ る の は ポ タ ー で あ ろ

う。 コー ル デ コ ッ ト絵 本 の影 響 を多 分 に受 け な が ら も、 そ れ を発 展 させ 、 オ リジ ナル の テ ク ス トと イ ラ ス ト

レー シ ョ ンで 、 子 ど もの 手 にの る小 さ な判 型 の 絵 本The Tale ofPeter Rabbit(1902)を 出 版 した ユH)。20世

紀 に 入 り、 印 刷 技 術 の 向 上 と と もに、 絵 本 は絵 本 独 自の 表現 方 法 を深 め多 様 化 し、 その 豊 か さ を 増 して い く。

 絵 本 に出 来事 を起 こす とい う、 今 で は当 た り前 の よ うに見 られ る こ とを最 初 に生 み だ した のが コ ー ル デ コ ッ

トで あ った。 今 日の 成 熟 した絵 本 と絵 本 を取 りま く状 況下 に あ って も、100年 以 上 も前 に 出 版 さ れ た コ ー ル

デ コ ッ トの トイ ブ ッ クス は古 び る ことな く 「楽 しさ」 とい う最 大 の魅 力 を 発 して い るの で あ る。

率註

1)本 論 文 の前 編 と重 複す るが、 ここで もう一度、 「出来事 」 につ いて述 べ てお こ う。本 論文 で は、 読 者 に 「出来

事」 を生 起 させ る、 あ るい は絵 本 のなか に 「出来事」 を起 こす ときの 「出来事 」 を、 通常 とは異な る意 味 で使 用 し

てい る。 本 論文 では、 私 と世 界 との境界 線 が消え て しま い、 私 は世界 で あ り、 世界 が私 とな る よ うな瞬 間(溶 解体

験 の生起)、 そ れ まで にな か った新 しい 自己 と新 しい世界 が生起 す るよ うな瞬 間、 その よ うな体験 の生 起 を も って

「出来事 」 と呼ん でい る。 コー ルデ コ ッ トの絵本 には、 このよ うな 出来 事 が起 き る仕 掛 けが あ ると考 え る。

2)絵 本 は ものが積 み上 が って い く様子 を描 いて い くの に格好 の メデ ィアな ので あ る。 これ につ いて は本 論 文 前編

[佐 々木2009:34]と 、[佐 々木2007:287]を 参 照。

3)動 物 絵本 の定義 につ い ては矢野 の 『動 物絵 本を め ぐる冒険』[矢 野2002:35-40コ 参 照。

4) 「逆 擬人 法」 は矢 野 の造語 で あ る。矢 野 は、 宮澤 賢治の作 品 に見 られ る独 特 な擬 人法 を、通 常 の擬 人 法 と区別

し、 「賢治 の擬人 法 は、 最初 の アニ ミズ ム的な もの を否定 して登 場 した人 間 中心主 義 的 な擬人 法 に た い して 、 新 た

にアニ ミズ ムが もって いた世界 との溶解 の体 験 を取 り戻す否定 の否 定 と して の擬人 法 で ある。 そ こで通 常 の擬 人法

と区別 す るた め に 〈逆 擬 人法 〉 と名 づ けたの であ る」[矢 野2008:140]と 述 べ て い る。 この逆 擬人 法 の 定 義 は、

賢治 以外 の作 品 に もあて は める こ とが可能 で あ り、 コー ルデ コ ッ トの絵 本 につい て考 察す る とき に も有効 で ある と

考え る。

5)こ の トイ ブ ックの正式 名称 はHey Diddle Diddle/Baby Buntingで あ り、1冊 に2つ の作 品が 入 って い る。

6)「 視 点」 を駆 使 した コー ルデ コ ッ トの絵 本作 りにつ いて は、本 論文前 編[佐 々木2009:39-40.]参 照。

7)コ ール デ コ ッ トの別 の トイ ブ ックThe Babes in the Wood(1879)で は、 両 親 に先 立 た れ叔 父 に引 き取 られ

た兄妹 が 、遺 産 に 目が くらん だ叔父 の企 みに よって、 森 のな か に置 き去 りにされ る こと とな る。 この作 品で コール
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デ コ ッ トは、森 を さ ま よう子 ど もを見守 り、 死 にゆ く子 どもに寄 り添 う動 物 を描 いて い る。 ここで は動 物が 子 ど も

との親 和性 を もった姿 を見 せて お り、荒 々 しい動物 性 を体現す る ことは ない。 そ して、 この絵本 もまた逆 擬人 法で

描 か れ た絵 本 として見 るこ とが で きる。 逆擬 人法 の視点 か ら世 界を見 た とき、人 間 は動 物 に とって友人 に もな り得

る存在 で あ り、 逆 に人 間(大 人)の もつ凶暴 で強欲 で荒 々しい一 面が、 動物 性 にた い し人間 性 とい う形 で浮 き彫 り

に され るのだ。

8)児 童文 学史 家 で児 童文学 批評 家の オル ダー ソ ンは、 コール デ コ ッ トの絵 本 をつ ぎの よ うに評 価す る。 イギ リス

に は、W,ホ ガー ス に始 ま る 「物語 るイ ラス トレー シ ョン」 の伝統 が あ り、 コール デ コ ッ トもそ の伝統 の も とにあ

るが、 コー ル デ コ ッ トの作 品 は 「年 少 の子 ど もた ちの本 にお ける、 こ とば と絵の 融合 の手本 」[Alderson 1986=

1999:11]で あ ると述 べ てい る。 また、 「強調 すべ き は、 題 材の範 囲が限 られ てい た とか、18世 紀 的背景 が繰 り返

し描 かれ てい た とか 、 という ことでは な く、 それ らを生 か した コール デ コ ッ トの さま ざまな 〈解釈 の仕方 〉 と くグ

ラ フ ィ ヅク の仕方 〉 が重 要」 で あ り、 「それ ぞれ のテ ーマ はみな固 有の特 徴 を もち なが ら、 しか も強力 な一貫 性で

つ らぬ かれ て お り、 い かな る既成 の手 法 にも依 存 してい ない」[Alderson 1986=1999-98]と い う点を非 常 に高

く評 価 す るの だ。

9)ナ ー サ リー ・ラ イ ム(nursery rhymes)、 ある いはマ ザー ・グー ス(Mother Goose)は 、 英 語圏 の国 で伝承

さ れて い る童 唄 の呼称 で ある。 「マザ ー ・グース」 とい う言葉 は文献 で18世 紀前 半 頃か ら見 られ るよ うだが、「ナー

サ リー ・ライ ム」 とい う言 葉 が 使 用 さ れ てい る最 も古 い文 献 は1842年J,O. Halliwellの 童 謡集The Nuesery

Rhymes(ゾEπ 却απdlであ る。

10)ベ ネ ッ トは、8人 もの子 どもを もつ 子沢 山の父 親で あ った。 子 どもを養 うた め だけで な く、子 ども達 を楽 しま

せ る ため に絵 本 を描 い た といわれ てい る。 ベネ ッ トは絵本 の仕事 だけで な く、 パ ンチ誌 の ス タ ッフ として も活 躍 し

た。 しか し志 半 ばで 、 病 のた め、38歳 の若 さで亡 くな って しま う。ベ ネ ッ トの才 能 を高 く評 価 してい るオル ダー

ソ ンは、1858年 に出 版 され たべ ネ ッ トの絵 本す べ てが エ ヴ ァンズ と組 んで い るに もか か わ らず、 エ ヴァ ンズがベ

ネ ッ トの創意 を生 か せ なか った こと(エ ヴ ァンズ は、 まだ この時期 、木版 印刷 の技 に長 けて いな か った)を 指 摘す

る と と もに、 その こ とを非常 に残念 が って いる[Alderson 1986 e 1999:88]。

11)ベ ネ ッ ト版The Frog Who Would a Wooing Goの 出 版社、 出版年 は研究 書 に よって も一 致 して いない。英 国

主 要 大 学 図書館 のオ ンライ ン総 合 目録 であ るCOPACに よ ると、 一番 古 い ものが1855年 頃 に 出版(出 版社 不 明)

さ れ た もので あ る。 次 に古い もの は1857年?にG.Routledge&Co.か ら出版 され た もので あ る。 そ して1860年

頃 にRoutledge.とRoutledge, Warne and Routledge.の2つ の出版 社か ら出版 されて い る。筆 者 が確認 で きたの

は、1860年 頃 に出版 され た とされ るRoutledge, Warne and Routledge.か ら出版 され た同書 の 復刻 版の みで あ る。

その 本 は、 オ ックスフ ォー ド大 学 ボー ドリアン図書 館蔵 のオー ピー ・コ レク シ ョンか ら復 刻 され た 『復刻:マ ザー

グ ー スの世 界』(ほ るぷ 出版 1992)の なか にあ った。 本論 文 におけ るThe Frog Who Would a Wooing Goに つ

いて の 記述 は、 すべ て この復刻 版 に依 って お り、 図版 につ いて もこれ を使 用 して い る。

12)ベ ネ ッ ト版 の絵 本 に見 られ る、"Heigho, says ROWLEY!""With a rowley-powley, gammon and spinach,

Heigho, says ANTHONY ROWLEY!"の 詩句 が な いバ ー ジ ョンのナ ーサ リー ・ラ イム が は じめ て文 献 に載 るの

は19世 紀 の初 頭 で あ るが、 バ ラ ッ ドの起 源 は少 な くと もそれ よ り200年 は古 い と い う こ とで あ る[G.Avery

1992,234-23570

13)オ ルダ ー ソ ンに よ る と、 この本 の ため の現存 す るカ ラー原画 を見 る と、 ベネ ッ トは1頁 に2つ の イラス トレー

シ ョンを入 れ るので は な しに、 この頁 の半分 を使 って、絵 が横1列 に流 れ てい く絵 本 に仕立 て るつ もりだ った らし

い。 しか し、 そ の計画 が 変更 され、1枚 の頁 に2つ のイ ラス トレー シ ョンを入 れ た結果 、物 語 の扱 いが いち じる し

く阻 害 され て しま った こ とを指 摘 して い る。 そ して 当初 の予定通 りの絵 本が作 られて いた な らば、 コールデ コ ッ ト

絵 本 の 貴重 な先駆 にな りうる作 品 だ った と述 べて いる[Alderson 1986=1999:89]。

14)三 宅 興子 も、 ベ ネ ッ トを高 く評 価 して いる。 この場面 につ いて も 「一 つ の絵 で は猫 の手 が 少 しだ け出て いて、

次 の 絵 で猫 が出 て くる、 そ してネ ズ ミの しっぽだ けを描 いて、必 死で逃 げて い るこ とを語 る とい った、絵 本的 な、

今 で 言 えば動 画 的な描 き方 も、 この時代 に はっき りあ りま した」[三 宅2007:364]と 述 べ て い る。

15)The:,.ヅS()peraは 、 ナ ー サ リー ・ライ ム を集 め た楽 譜 つ きの 絵 本 で あ る。 こ の な か に はYe Frog's

Wooingの 題 名 で 、 A Frog He would a-Wooing Goと ほ ぼ同様 の詩 が 収 録 され て い る。 こ ち らには"Heig-ho!

says Rowley""Rowley-powley, gammon and spinach, Heig-ho!says Anthony Rowley"の 詩 句 が入 ってい る。

この ノ ンセ ンシカル なフ レーズはた だ声 に出 して読む だけで も楽 しいが、楽譜 に したが って歌 って も魅力的 なフ レー

ズな の であ る。 見開 き の左側 に楽譜 、右 側 に詩 が描 かれ てい るが 、 ク レー ンは、楽 譜 と詩 を取 り囲む それぞれ の枠

の部 分 に、 この枠 を最 大 限 に生 か した物語 性 を備 え たイ ラ ス トレー シ ョンを描 いて いる。 楽譜 つ き絵本 だ けに、音

楽 の 流 れを感 じさせ、 描 いた動 物 の向 きな どの方 向性 に も気を遣 った絵本 作 りを して い る。 また、 コールデ コ ッ ト

の絵 本 よ り もさき に出版 され てい るが、 カ エルや ネズ ミを擬人化 し、 ネ コやア ヒル は擬 人 化 しな い描 き方 を してい

るQ

16)ク レー ンは絵 本 のみ を制作 していた わ けでは な く、織 物、陶磁 器、 ス テ ン ドグ ラス、 壁紙 な どの装飾 デザ イ ン

を手 掛 けるな どの ア ー ツ&ク ラ フツの運 動 実践 と、「アー ツ&ク ラフ ツ展 覧協 会」 の初代 会 長 と して の活 動 も行 っ
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ていた。 彼 の著 書The Decorative Illustration of Boohs Old and Newを 読 む と、 ク レー ンが いか に木 版画 の挿 絵

と活 字 か ら生 み だ され る装飾 美 に こだ わ って いた かがわ かる。 そ して、 コールデ コ ッ トや グ リー ナ ウ ェイ の絵 本 に

つ いて は、 「彼 らの 目標 は性 格 描写 の ほうに 向い てお り、作 品は厳 密 に装 飾 的 とい う よ りも、 む しろ絵画 的 な性 格

を持 って いた 」[Crane 1896=1990;189]と 評 してい る。 これ は、 よき ライ バル で あ った二 人 の絵 本 と 自分 の 絵

本 とが 「装飾 」 とい う観 点 か ら一 線 を画 して い るこ とを暗に述べ て い るの であ る。 この こ とか ら もク レー ンに は、

絵本 に 出来事 を起 こす とい う考 え がなか った こ とが 伺わ れる。 ク レー ンは、 絵本 も絵 本以 外 の書物 も同 じ書 物 と し

て、 同 じ基準 で評価 して い るの だ。 彼の最 重要 項 は書物 の美 で あ り、 その美 と は、総 合的 な書 物 デ ザ イ ン(タ イ ポ

グラ フ ィ、紙 質、 イ ンク、 字 ・語 ・行の 間隔、 絵 の位置、装 飾 ・挿絵 ・余 白のバ ラ ンス)で あ った。

17)絵 本 の判 型 は、 描 かれ る絵 本 の世界 と重 要 なかか わ りを もって いる。 た とえ ば、 エ ッツ作 『も りの なか 』(福

音館 書店)が 横長 の判 型(19x26cm)で あ るの は、動 物 が一列 に な って男 の 子 の散歩 につ い てい く様 子 を描 くの

に最 適だ か らで あ る。 同 時 に、 絵本 を見 る読者 に と って も最 適の描 か れ方 とな る。 要 す るに、 絵本 の 判型 は、 どの

ように絵 本 に 出来事 を起 こす か とい うこ ととかか わ って いるので あ る。 同 じこ とは、 オル セ ン作 『つ きの ぼ うや 』

(福音館 書 店)の 縦 長 の判型(34×13cm)に もいえ る。 これ は、 月 の使 いの男 の子 が地球 に降 りて い く様 子 を描 く

のに、 また その様 子 を読者 に見 せ るの に最 適 だか らで ある。 このよ うに絵本 の判 型 は、大 きな意 味 を も って決 め ら

れて い る。

 絵本 の 大 き さにつ いて は、 もちろん絵本 の作 品世界 ともか かわ って いるが、 誰 を対 象 と した絵本 で あ るか と い う

こと と もかか わ って い る。 例 えば、 赤 ちゃん に向 けて描 かれ て いる絵本 は、 ほ とん どが赤 ち ゃん の手 にお え る小 さ

な サイ ズ の絵 本 であ る。 そ して大 きな サイ ズの絵 本 は、 そ れが扱 え る年 頃の 子 ど もを対 象 と してい る場 合 が 多 い

(読み聞か せ用 に作 られ た大 型絵 本 は、大勢 の子 ど もに見 えるため に大 き く して い るので、 この意 で はな い)。 ブ リュ

ノブ作 『ぞ うのバ バー ル』(Jardin des Modes)の 初版 本は37×27cmの 大型 本 であ った 。 こ の大 き さ は、 ゾ ウの

存在感 を読者 に充 分伝 え て いる。 そ して、 テ クス トの分量 も多 い ことか ら、 それ を楽 しめ る年 齢 の子 ど もで あれ ば 、

自分 で も って 読 んで も負担 にな らない大 きさ の絵 本 にな って い る。

18)ポ ターが 描 いた ピー ター は、世 界で最 も有 名な ウサ ギとい って も過言 で はな いだ ろ う。tタ ーが 自然 に親 しみ 、

自然 を観察 し、科 学者 の よ うな 目を もって動 物 を描 いて いた こ とはよ く知 られ て い る。 この よ うに、 イ ラ ス トレー

ショ ンが 注 目 され が ちな ポ ター で あるが、彼 女 はテ クス トにたい して も驚 くほ ど神 経 を遣 って い たの で あ る。 瀬 田

貞二 は、 「ピー ター ・ラビ ッ ト」 シリーズ にお け るポター の文章 が、 むだ な言葉 、 情緒 的 な言 葉、 文 学 的 な 修 辞 の

よ うな ものを い っ さい使 用 せず に、事 実そ の ものを率直 に語 る言 葉 で話 を書 いた こ とを評 価 し、 イギ リスの 幼 年文

学の一 つ の土 台 にな って い った こ とを指摘 して いる[瀬 田1980:152-154]。 この こ とは、 幼 い子 ど もに もよ くわ

か るス トー リー の大切 さを 物語 って いる。絵 本 に とって、テ クス トもま た、非常 に重要 な ので あ る。

 そ して、The Tale of Peter Rabbitが 小 型絵 本 の判型(14×11cm)を とって い るの には、 ポ ター の 「子 ど もの

手 に の る大 きさの絵 本」 を 作 りたい とい う思 い があ ったか らで あ る。 子 ど も達 に と って、 身 近 な小動 物 た ちが 描 か

れた ポ ターの絵 本 世界 は、掌 にの る小 宇宙 で もあるの だ。
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